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東日本大震災被災地における子どもの健康課題
―― 被災地学校訪問から ――
群馬大学大学院保健学研究科看護学講座 佐 光 恵 子
2011年3月11日,東北地方から関東地方に至るまで
の東日本にもたらされた未曾有の大地震と津波,さらに
は福島原子力発電所の爆発事故は未だに終息を見ず多く
の被災者が苦しんでいます.私は先の勤務地である新潟
にて2007年7月に新潟県中越沖地震を体験し,それを
契機に小児・学校保健の視点から,災害時の児童生徒の
健康課題や学校保健室や養護教諭の役割機能に関する研
究をスタートしました.研究の一端を紹介させていただ
きます.
1)新潟県中越沖地震における養護教諭の実践活動と学
校保健室の機能について ―養護教諭へのインタ
ビューによる質的分析から―
［公衆衛生雑誌,第58巻4号 p274-281,2011］
2)災害時における学校保健室の役割と施設備品に関す
る考察 ―地震災害を経験した新潟県養護教諭の自
記式質問紙調査から―
［欧文School Health,Vol7,p44-54,2011］
3)東日本大震災直後の学校避難所における養護教諭の
対応 ―都市型震災を想定した学校と地域との連携
― ［群馬大学教育学部紀要,体育・生活科学編,第
48巻,p135-143,2013］
4)養護教諭がとらえた東日本大震災後の児童生徒の健
康状態と養護教諭の健康支援活動 ―養護教諭のイ
ンタビュー調査から―
［学校保健研究,第55巻5号,p446-457,2013］
5)養護教諭がとらえた東日本大震災後の児童生徒の健
康状態と養護教諭の健康支援活動第2報 ―養護教
諭のインタビュー調査から―
［学校保健研究,第56巻3号,2014］
6)災害時に養護教諭が行う児童生徒への健康支援に関
する研究動向と今後の課題
［学校保健研究,第56巻3号,2014］
1).2)は,平成20-22年度の科研費基盤研究 (C)
課題番号:20530767)「新潟県中越沖地震における
非難所としての保健室と養護教諭の役割に関する緊
急的研究」の助成を,3)-6)は,平成24-25年度の
日本学校保健学会特別研究「東日本大震災で被災し
た児童生徒への心身のケアにおける養護教諭の援活
動の実際と今後の課題 ―全町避難を余儀なくされ
た福島県双葉郡の養護教諭へのインタビュー調査か
ら―」の助成を受け実施いたしました.
本講演では,被災後から現在までの,福島県における
東日本大震災・原発による避難住民を対象とした訪問健
康調査支援活動や被災地の学校訪問活動についても紹介
させていただきます.
癒し技法としてのタッチの看護への活用
群馬大学大学院保健学研究科看護学講座 近 藤 浩 子
身体に痛みを感じた時,そこに手をあててさすってい
ると少しずつ痛みがやわらいでいくということを私たち
は経験的に知っている.手をあてるという行為には,人
を癒す力がある.この癒しの力を看護に活用するために,
演者は看護学生の協力を得て「癒し技法としてのタッチ」
の研究を行ってきた.
研究に参加した看護学生は,自分の身体に手をあてて
もらうことによって,また人の身体に手をあてることに
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